
ロンドンオリンピック障害馬術個人代表人馬の選考について 
 

2010年世界馬術選手権大会と 2011年 7月に開催された地域予選競技会における杉谷泰造選手

とアヴェンツィオ号の実績により、日本は 2つの個人出場枠を与えられました。 

1枠の代表人馬については、選考基準に基づきこの出場枠を得るにいたった当該人馬である杉谷

選手とアヴェンツィオ号に決定しております。しかし、同基準では、同一人馬の実績によって日本

が複数の出場権利を得ることを想定していないことから、2つ目の枠の取り扱いについては、参加

条件の一部を変更し新たな選考基準を設定して代表人馬を選考することとします。 

なお、杉谷選手が新たな馬とのコンビで出場を希望する場合、FEI 出場最低基準（以下 MES と

いう）を満たしていることを条件として代表人馬とします。 

 

 

◎個人出場人馬決定のための選考基準 

 

代表人馬の選考は、選考競技会を開催し以下の手順によって行う。 

 

【選考人数】 

 代表人馬 1人馬 

 補欠人馬 2人馬 

 ※すでに決定している代表人馬が、選考競技会当日までに何らかの事情でオリンピックに

 出場できない事が判明した場合は、２人馬の選考を行う。 

 

【選考方法】 

１．指定の手順により MES を取得した障害馬術ナショナルチームに認定されている人馬

の中より選考する。 

２．選考競技会は１回とし、５月下旬から６月上旬に欧州で開催される 3*以上の CSI ま

たは CSIOの競技会を選考競技会として指定するかあるいは日馬連が欧州で独自に開

催する選考競技会とする。 

３．選考競技会における第 1位の人馬を代表、第 2位、第 3位を補欠人馬として内定し、

オリンピック等対策委員会、理事会の承認を得て JOCへの推薦人馬を決定する。 

４．JOCへの推薦締め切り期限までに推薦人馬がオリンピックに出場できない事が判明し

た場合は、補欠人馬を繰り上げる。 

 

 



【参加条件】 

１． 2011年 12月31日時点で FEIパスポートの馬匹所有者が日本国籍であること。 

２． 第 1次参加申し込み（選手名）を 2011年 12月28日までに完了していること。 

３． 第 2次参加申し込み（馬匹名）を 2012年 3月31日までに完了していること。 

（第 1次申し込みのあった選手のみ第 2次申し込み可） 

４． 選手は、JOCへの推薦締切日の約 2週間前までに日本馬術連盟ナショナルチームのメンバ 

 ーに認定されていること。 

５． JOCへの推薦締切日の約 2週間前までに人馬のコンビでMESを満たしていること。 

６． 馬匹は、2012年 4月1日時点で日本馬術連盟の登録馬であること。 

７． 馬匹の年齢は、2012年において 9才以上であること。 

８．  選考競技会は、JOC への推薦締切日の約 2 週間前を目途として日程調整を行う予定です

 が、選考競技会の日程に関わらず、打ち合わせ会の前日までに MES を取得していること

 とします。 

※太字部分が、2011年 3月 9日に発表した選考基準に追加したものです。 

 

【競技要項】 

 １．3*以上の CSIまたは CSIOを選考競技会として指定する場合は、その大会の実施要領

   に従う。 

   なお、同減点の場合は、日本人選手のみの順位を決定するためジャンプオフを行う。 

 ２．独自の選考競技会で選考する場合 

  ①競技は 2回走行とし、合計減点により順位を決定する。 

  ②FEI規程第 23版第 273条 1、2.1、3.2を適用する。 

  ③詳しい選考方法については、おって連絡する。 

  ④1 位、2 位、3 位の順位を決定するめ、各順位で同減点がある場合はタイムレースに

   よるジャンプオフを実施する。なお、代表を 2 人馬選考することとなった場合は、

   4位までを対象とする。 

 ⑤コース 高さ 160cm以内 幅 200cm以内 

   分速 400m 

   1３障害以内  水濠を使用する 

 ⑥出場順序は、打ち合わせ会における抽選によって決定する。 

３．馬のドーピング検査 

 ①本選考競技会に出場した全頭は、選考補助検査の対象となる。 

 ②馬の管理責任者は、出場する当該選手とする。 

 ③検査の結果、陽性となった場合は、管理責任者である当該選手は選考の対象としない。 


